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なばり市議会だより
平成26年11月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

新体制がスタート

(上段左から)　   阪本 忠幸、田北 利治、柏 元三、山下 登、足立 淑絵
(中段左から)　　常俊 朋子、豊岡 千代子、浦﨑 陽介、森脇 和德、幸松 孝太郎、森岡 秀之、富田 真由美
(下段左から)　　三原 淳子、福田 博行、永岡 禎（監査委員）、吉住 美智子（議長）、𠮷田 正己（副議長）、柳生 大輔、川合 滋、細矢 一宏

　【就任あいさつ】
　　　このたび、去る 9月 8日に行われた役員選挙におきまして、議員の
皆様の信任をいただき、議長を務めさせていただくことになりました。
　私たち、地方議会の果たす役割と責任は大変重要になってきている
ことから、引き続き、政策提言能力の強化や、議員の資質向上に取り
組んでまいります。
　平成 24 年 8 月に設置された議会改革検討委員会の答申に沿って、
議会改革を進めてまいりましたが、今後も広報広聴機能の強化を図る
ため、議会報告会や、IT化の推進などに全力で取り組んでまいります。
  また、名張市議会の女性議員の比率は、県下１位であり、男性議員
と女性議員の総合力を生かし、市民に分かりやすい議会運営に努めて
まいる決意です。
　皆様のなお一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いい
たします。　　　　　　　　　　    　　　　名張市議会議長　　吉住　美智子　

　＜議長選挙＞　    吉住 美智子 議員…15票 ( 当選 )　
　＜副議長選挙＞ 　𠮷田 正己 議員…指名推薦により選出  （候補者 1人）

　 選挙結果 

　平成２６年９月８日に市議会の正副議長選挙を行
い、議長に吉住美智子議員、副議長には𠮷田正己議
員が選出されました。

歴代 2人目の女性議長誕生
員が選出されました。

第 66代 副議長
𠮷田 正己

第64代 議長
吉住 美智子
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都
市
整
備
部
に
お
け
る
一
連
の

不
正
支
出
に
つ
い
て
は
、
誠
に

遺
憾
だ
。
早
期
に
事
件
の
全
容

解
明
を
求
め
る
。
市
の
被
っ
た

損
害
に
つ
い
て
は
、
刑
事
責
任

と
損
害
金
の
回
復
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
発

防
止
に
向
け
て
、
一
層
厳
格
な

内
部
統
制
の
確
立
と
法
令
順
守

が
必
要
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
、

誠
に
申
し
訳
な
く
思
う
。
今
後

は
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
不
正

の
根
絶
に
努
め
て
い
く
。
引
き

続
き
、
警
察
の
捜
査
に
全
面
的

に
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
顧

問
弁
護
士
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
対
応
を
考
え
る
。

名
張
市
で
は
、
平
成
24
年
３
月

に
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、
同
年

９
月
、
区
長
な
ど
を
通
じ
て
全

戸
配
布
さ
れ
た
。
そ
こ
に
使
用

さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
い
つ
、

ど
こ
か
ら
提
供
さ
れ
た
の
か
。

今
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

直
す
予
定
は
あ
る
の
か
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
三
重
県

よ
り
、
浸
水
予
想
区
域
は
木
津
川

上
流
河
川
事
務
所
よ
り
14
年
に

提
供
さ
れ
た
。
24
年
に
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
三
重
県
が

指
定
し
た
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
見
直
し
を
考
え
て
お
り
、
地

震
に
関
す
る
情
報
、
市
内
す
べ

て
の
避
難
所
を
掲
載
し
、
今
年

度
中
に
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

253億
3,546万円

市税
96億6,012万円
　38.1%

地方交付税
38億757万円
15.0%

国庫支出金
35億616万円
13.8%

県支出金
18億4,182万円
7.3%

譲与税・交付金
13億999万円 5.2%

市の借金
29億
9,890万円
 11.8%

市の借金
29億
9,890万円
 11.8%

委託・使用料・補修費
29億9,191万円
12.0%

福祉費（扶助費）
55億8,321万円
22.3%

補助・交付金など
34億5,215万円

13.8%

建設・整備費・負担金など
22億3,442万円 8.9%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
22億1,589万円 8.9%

借入金返済
31億6,909万円
　12.7%

地方交付税
38億757万円
15.0%

国庫支出金
35億616万円
13.8%

※地方交付税…市が自由に
　使える国からのお金
※国庫支出金・県支出金…使い道
　が定められた国・県からのお金

県支出金
18億4,182万円
7.3%

譲与税・交付金
13億999万円 5.2%

諸・財産収入・負担金・使用料
14億8,008万円 5.8%

基金・他会計繰入金・繰越金
7億3,082万円　2.9％

委託・使用料・補修費
29億9,191万円
12.0%

福祉費（扶助費）
55億8,321万円
22.3%

補助・交付金など
34億5,215万円

13.8%

建設・整備費・負担金など
22億3,442万円 8.9%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
22億1,589万円 8.9%

借入金返済
31億6,909万円
　12.7%

人件費
53億5,359万円
21.4%

　支　出

収　入

250億
　27万円

平
成
26
年
９
月
定
例
会

平
成
25
年
度
決
算
を
含
む
29
議
案
を
可
決

　
９
月
定
例
会
（
第
３
６
２
回
）
は
、

９
月
19
日
開
会
、
10
月
14
日
閉
会
の
26

日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定
５
件
、
条
例

改
正
５
件
、
一
般
議
案
１
件
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
３
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
認
定
10

件
、
意
見
書
提
出
に
か
か
る
議
員
提
出

議
案
５
件
の
計
29
議
案
お
よ
び
請
願
５

件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
決

算
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議

し
、
29
議
案
を
可
決
、
請
願
５
件
を
採

択
し
ま
し
た
。
３
日
間
の
一
般
質
問
で

は
、
９
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ

た
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。 一般質問

※表示単位未満を四捨五入にしているため、合計が合わない場合があります。

平成25年度決算一般会計 決算額内訳

　平成25年度一般会計の決算は、歳入（収入）総額253億
3,546万円、歳出（支出）総額250億27万円。
　特別会計の決算は、全7会計を総計すると、歳入総額183億
3,642万円、歳出総額177億9,263万円。

　補正予算は、一般会
計で 2 億 3,810 万円
の増額補正を行い、増

額後の平成 26年度一般会計予算
総額は266 億 1,590万円となり
ました。また、国民健康保険特別
会計では5,363万円の増額、介
護保険特別会計では1億 440万
円の増額となりました。

補正予算

決 算

認
定

● 

行
政
・
防
災

森
脇 

和
德 

議
員

足
立 

淑
絵 

議
員

心
風
会

清
風
ク
ラ
ブ

不
正
支
出
事
件

防
災
マ
ッ
プ
の
取
組
み

Q

Q

再
発
の
防
止
に
努
め
る

今
年
度
中
の
更
新
予
定

A

A
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
※
）
に
つ
い
て
は
、

設
置
を
市
内
主
要
施
設
に
増
や

し
て
い
る
が
、
活
用
が
増
え
て

い
な
い
。
救
え
る
命
を
救
う
た

め
、
24
時
間
３
６
５
日
利
用
で

き
る
コ
ン
ビ
ニ
全
店
へ
の
設
置

を
要
望
す
る
。

過
去
３
年
間
の
救
急
車
到
着
前

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用
実
績
は
、
心
肺

停
止
状
態
２
４
９
件
に
対
し
、

わ
ず
か
１
件
に
止
ま
っ
て
い
る
。

全
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
を
目
指

し
、
至
急
検
討
す
る
。

伊
賀
の
救
急
輪
番
制
を
中
止
し
、

名
張
は
名
張
、
伊
賀
は
伊
賀
で

救
急
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考

え
る
。
将
来
両
市
の
市
立
病
院

を
統
合
し
て
一
つ
の
総
合
病
院

に
す
る
の
が
現
実
的
で
は
な
い

か
。

救
急
体
制
は
伊
賀
地
域
全
体
で

考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
両

市
共
に
体
制
を
整
え
な
い
と
市

単
独
で
の
救
急
体
制
の
構
築
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。
将
来
的

に
は
地
方
公
立
病
院
の
統
合
に

対
す
る
国
の
補
助
を
活
用
し
て
、

名
張
と
伊
賀
の
中
間
に
４
０
０

床
程
度
の
中
核
病
院
を
建
設
し
、

救
急
医
療
に
対
応
し
た
い
。

４
月
の
市
長
選
挙
や
８
月
の
市

議
会
議
員
選
挙
を
４
月
の
同
日

に
実
施
す
る
こ
と
で
経
費
の
削

減
、
投
票
率
増
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。
議
員
は
非
常
勤
の

特
別
職
公
務
員
と
い
う
立
場
で

あ
る
。
県
下
14
市
の
経
済
規
模

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、

当
市
の
議
員
報
酬
は
高
額
で
あ

り
、
削
減
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

選
挙
費
用
に
つ
い
て
は
、
市
長

選
挙
２
３
５
０
万
円
、
市
議
会

議
員
選
挙
４
１
４
０
万
円
の
予

算
措
置
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の

他
人
件
費
・
物
件
費
な
ど
約

１
８
５
０
万
円
必
要
と
な
る
が
、

１
０
０
０
万
円
程
度
の
削
減
が

可
能
と
考
え
る
。
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
議
会
と
し
て
方
針
を

決
定
さ
れ
た
の
ち
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
意
見

を
聞
い
て
か
ら
改
定
の
手
順
と

な
る
。

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
は
、
少
子

化
対
策
の
最
優
先
の
課
題
で
あ

り
、
早
急
に
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。
当
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
を
進
め
る

上
で
、
不
足
と
な
っ
て
い
る
助

産
師
育
成
の
支
援
も
必
要
だ
。

産
前
産
後
ケ
ア
支
援
は
、
今
ま

で
ハ
イ
リ
ス
ク
事
例
へ
の
対
応

は
行
っ
て
い
た
が
、
一
般
の
人

へ
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今

後
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
現
在
、
非
常
勤

で
２
人
の
助
産
師
を
配
置
し
て

い
る
。
産
前
産
後
ケ
ア
に
欠
か

せ
な
い
助
産
師
を
増
や
し
て
い

く
よ
う
、
県
へ
要
請
し
て
い
く
。

平
成
26
年
７
月
５
日
、
在
宅
医

療
や
介
護
の
担
い
手
で
あ
る
、

看
護
師
、
相
談
員
、
保
健
師
な

ど
15
の
職
種
か
ら
70
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
「
縁
活
カ
フ
ェ
」

の
主
旨
と
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
問
う
。
今
回
初
め
て
の

開
催
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の

予
定
は
。

在
宅
医
療
・
介
護
を
受
け
る
人

た
ち
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
ま

ち
」、
住
み
慣
れ
た
「
ま
ち
」
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と

企
画
し
、
人
と
人
と
の
縁
や
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
で
、
お

互
い
に
応
援
・
支
援
し
合
え
る

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
参
加
者
の
満
足
度
は

88
％
に
達
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
た
め
に
も
な
る
と
の
意
見

が
大
半
で
あ
っ
た
。
次
回
は
11

月
を
予
定
し
て
い
る
。

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
な

い
市
は
、
県
内
１４
市
で
名
張
市

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
食
育
の

面
か
ら
、
ま
た
中
学
校
は
災
害

時
の
避
難
場
所
と
な
る
の
で
、

自
校
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食

の
実
施
を
望
む
。

今
年
度
中
に
内
部
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に
平
成
２７

年
度
に
は
、
保
護
者
や
教
育
関

係
者
な
ど
を
加
え
た
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
早
期
実
現

を
目
指
す
。

● 

教
育

阪
本 

忠
幸 

議
員

柏　

 

元
三 

議
員

山
下 　
登 
議
員

富
田 

真
由
美 

議
員

豊
岡 

千
代
子 

議
員

田
北 

利
治 

議
員

公
明
党

無
会
派

春
風
会

公
明
党

清
風
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

救
急
体
制
は
市
単
独
で

経
費
や
報
酬
の
削
減

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
を

初
の
試
み
縁
活
カ
フ
ェ

中
学
校
給
食
の
実
現
を

Q

Q

Q

Q

Q

Q

設
置
を
目
指
す

伊
賀
地
域
全
体
で
構
築

議
会
の
判
断
で

ニ
ー
ズ
把
握
し
取
組
む

参
加
者
満
足
度
88
％

早
期
実
現
に
取
り
組
む

● 

保
健
・
医
療
・
福
祉

※ AED…自動体外式除細動器（Automated External Defibrillator）
　心臓の状態を自動解析や電気ショックを与えて心臓の働きを戻すことを試みる医療機器。

な
る
。

● 

議
会

さまざまな職種の人が集まって
開催された縁活カフェの様子

A

A

A

A

A

A
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文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

小
中
一
貫
教
育
は
全
国
で
12
％

に
あ
た
る
２
１
１
の
自
治
体
が

導
入
し
て
お
り
、
国
で
は
小
中

一
貫
教
育
を
法
制
化
す
る
方
針

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
約
９

割
が
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
な
ど

の
成
果
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て

い
る
。
教
育
の
先
進
都
市
名
張

を
目
指
す
た
め
に
、
小
中
一
貫

教
育
の
実
現
を
望
む
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
一
つ
の
教

育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
非
常
に

有
効
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

４・５
制
も
考
え
ら
れ
９
年
間
を

見
通
し
た
計
画
や
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
取
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
、
更
な
る
学
力

の
向
上
も
期
待
で
き
る
。
前
向

き
に
検
討
し
て
、
平
成
28
年
度

か
ら
始
ま
る
名
張
市
子
ど
も
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
と
し
て
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

市
税
収
入
は
伸
び
ず
、
地
方
交
付
税
も
大

幅
に
減
額
さ
れ
た
。
市
民
の
景
気
回
復
の

実
感
も
乏
し
い
。
反
面
、
株
式
等
譲
渡
所

得
割
交
付
金
は
１
２
１
８
％
増
加
し
て
お

り
、
株
価
の
上
昇
に
よ
る
利
益
が
あ
っ
た

事
が
う
か
が
え
る
。
富
が
一
部
に
集
中
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
市
政

運
営
は
。

合
併
を
し
た
自
治
体
へ
の
優
遇
措
置
が
延

長
さ
れ
、
名
張
市
は
、
地
方
交
付
税
が
減

額
さ
れ
た
。
市
長
会
で
国
に
対
し
て
意
見

を
言
っ
て
い
く
。

高
齢
化
に
よ
り
、
移
動
が
困
難
な
状
況
が

想
定
さ
れ
、
対
策
が
必
要
。
地
域
、
団
体

の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
行
政
も
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
。
高
齢
者
の
見
守
り
や
、
孤
独
を

感
じ
な
い
取
組
み
と
し
て
地
域
や
世
代
に

応
じ
た
移
動
販
売
車
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、

小
規
模
商
店
、
移
動
支
援
の
対
策
を
求
む
。

買
い
物
弱
者
は
全
国
で
約
６
０
０
万
人
。

名
張
市
で
も
、
買
い
物
弱
者
対
策
は
必
要
、

研
究
検
討
す
る
。

幸
松 
孝
太
郎 

議
員

三
原 

淳
子 

議
員

浦
﨑 
陽
介 
議
員

心
風
会

日
本
共
産
党

無
会
派

小
中
一
貫
教
育
の
実
現

景
気
回
復
の
実
感
な
し

買
い
物
弱
者
対
策

Q

QQ

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
に

地
方
の
現
状
を
伝
え
る

研
究
検
討
す
る

A

AQ＆ 質問その他

● 

教
育

▼放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定▼母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定▼医療費の助成に関する条例の一部改正▼市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正▼市道路線の認
定▼平成２６年度一般会計補正予算（第３号）▼平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）▼平成２６年度介護保険
特別会計補正予算（第２号）▼平成２５年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度東山墓園造成事
業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度公共下水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度病院事業会計決算の認定▼平成２５年度水道事業会計決算の認定▼市長及び副市長の給料
の減額に関する条例の制定▼消防団員等公務災害補償条例の一部改正▼義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見
書の提出▼保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出 ▼「教職員定数改善計画」の着実な実施
と教育予算拡充を求める意見書の提出▼防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める意見書の提出▼速
やかな取調べ可視化（取調べの全過程の録音・録画）の実現を推進する意見書の提出

全会一致
議案

①…▼特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定▼家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定▼名張市における保育の実施に関する条例の一部改正▼平成２５年度国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定▼平成２５年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

②…▼住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改正
③…▼平成２５年度一般会計歳入歳出決算の認定

豊
岡

◯
◯ ◯
◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯ ◯◯退
※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員、退は退席した議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原

阪
本

山
下柏 川

合
富
田
細
矢

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

足
立

柳
生

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×
×

◯ ◯① ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯
××② ◯ ◯ ◯◯ ◯
×

◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

◯ ◯

春風会
𠮷
田

③ ××

表決が
分かれた
議案

請願

第362回定例会　審議結果

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・採択
速やかな取調べ可視化（取調べの全過程の録音・録画）の実現の推進を求める請願・・・・・・・・・・・・採択

A

A
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名張市議会ホームページアドレス  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

※監査委員は市長から選任
されました。

議会運営委員会監査委員

永岡　禎

総務企画委員会

教育民生委員会

産業建設委員会

議会広報特別委員会

【ケーブルテレビ生中継】
　全ての本会議 (委員会を除く）がケーブルテレビで生中継で放送
されています。
【インターネット録画配信】
　ケーブルテレビで生中継された番組をインターネットでも録画配
信でご覧いただけます。（放映から約 1週間後の配信）

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

（左から）　森岡 秀之、三原 淳子、柳生 大輔（委員長）
                  福田 博行（副委員長）、川合　滋、細矢 一宏

（左から）　阪本 忠幸、永岡　禎、細矢 一宏（委員長）
                 豊岡 千代子（副委員長）、川合　滋、森岡 秀之、𠮷田 正己　

（左から）　山下　登、吉住 美智子、常俊 朋子（委員長）
                  柳生 大輔（副委員長）、福田 博行、田北 利治

（左から）　柏　元三、浦﨑 陽介、三原 淳子、幸松 孝太郎（委員長）
                  富田 真由美（副委員長）、森脇 和德、足立 淑絵　

（左から）　山下　登、幸松 孝太郎、福田 博行（委員長） 
　　　　　　富田 真由美（副委員長）、田北 利治    　　

 見たいときに見られる「議会中継」           

体制をご紹介します新

12月  4日木

9日火

10日水

11日木

12日金

開会

一般質問

一般質問

一般質問

補正予算

15日月

16日火

17日水

22日月

総務企画委員会

教育民生委員会

産業建設委員会

採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。12月12月12月
 市議会の旬な情報がてんこ盛り～フェイスブック発信～          
　名張市議会のフェイスブックページでは、議会改革、開かれた議
会に向けて、名張市議会に関する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス  https://www.facebook.com/nabarishigikai

新たなメンバーで
親しみやすい紙面づくりに
取り組んでまいります。

産業建設委員会




